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技術戦略 概要

150年培ってきたコア（Imaging）技術

コア（Imaging）技術から画像IoT技術への発展
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150年培ってきたコア（Imaging）技術

インクジェット
技術

材料

光学画像

微細
加工

微細
加工

インクジェットヘッド

光学画像

材料

画像 材料

画像最適化
技術

光計測技術

製膜/材料
技術

画像形成技術

材料

光学

画像

微細
加工

コア技術 Roots

デジタルX線フラット

パネルディテクター

ディスプレイ計測器

新樹脂フィルム
SANUQI

当社独自の Imaging 技術で、時代と共に変化する顧客の「みたい」に応え、
高付加価値プロダクトを生み出してきた

インテリジェントクオリティ
オプティマイザー IQ501

コア技術 Inside
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インテリジェントクオリティオプティマイザー IQ-501

・業界トップレベルの測色技術 ・分光測色計によるスキャナーの色校正アルゴリズム

・高速位置補正フィードバック制御
（アルゴリズム＋搬送制御）

これらの技術をインラインで実装することで、工程を止めることなく高品質な印刷を提供

紙

ユニーク
技術 1 分光測色計

ユニーク
技術 2 ハイブリッド測色技術

ユニーク
技術 3 リアルタイム表裏補正技術

カラーチャート
画像

画像
スキャナー(表)

分光測色計

スキャナー(裏)

IQ-501の技術概要

【提供価値】 Imaging技術を結集、商業印刷にかかわる全ての工程を高速・スキルレスに

09:36:32

New lens from CVMACRO:cvnewlens.seq Scale: 8.40

Positions: 1-10
Kei  08-May-20 

2.98    MM   

光学微細加工
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新樹脂フィルム SANUQI®

フィルム製膜プロセス

熱でポリマーを溶かす 溶媒で溶かす

【特徴】
・超薄膜が作れる
・様々な機能を付与できる

【特徴】
・シンプルなプロセス

溶液製膜法溶融製膜法

・高分子量ポリマーや添加剤を組合せて多様な機能を付与

ユニーク
技術 1 製膜技術

ユニーク
技術 2

・乾燥、延伸制御で膜厚、光学特性を制御
・超広幅フィルム生産技術

材料設計技術

新樹脂フィルムSANUQI®の技術概要

【提供価値】 製膜/材料技術を結集、顧客ニーズを先読みした高機能フィルムバリエーション

高コントラストな
ディスプレイが欲しい

フレキシブルな
ディスプレイが欲しい

ロスを少なく、
安定生産したい

・屈折率制御

・位相差制御

・超薄膜
（<10μm）

・折り曲げ耐性

・耐水性
・低摩擦

市場変化 顧客ニーズ 提供機能/価値

ディスプレイの
フレキブル化

TVの大型化

材料

光学

微細
加工

SANUQI®
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画像IoT技術とは

「当社の画像IoT技術」
当社独自のSensor Deviceや他社Sensor Deviceに、最新のImaging AI技術を組み合わせ、
IoT Platformを介して顧客価値を提供するための三位一体の技術

Imaging AI

IoT Platform Sensor Device

画像IoT技術 DX as a Service

ワークフロー・
プロセス変革

顧客（Professional）

課題を「みえる化」し、
継続的なサービスを提供

継続的なデータの取得

継続的な価値提供モデル（DX as a Service）に変革していく武器は画像IoT技術である
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アカウント
管理

デバイス
管理

リモート
アップデート

アプリ・AI
搭載・活用

データ
管理

ハイ
セキュリティ

姿勢推定

属性推定

行動認識

周辺物体認識

外観検査 品質検査

細胞分類

（コニカミノルタ）

AI人行動
検査

先端医療

画像IoT技術を使った多様なサービス展開

① Sensor Device

③ IoT Platform

② Imaging AI

材料コンポプロフェッショナル
プリント

介護プラント / インフラ ファクトリー 先端医療デジタル
ワークプレイス インダストリー ヘルスケア

データ
サービス

顧客エン
ゲージメント

（他社）

SANUQI®

™
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画像IoT技術を活用した価値創造

ポータブルカメラ

リモートメンテナンス・データ分析

プラント現場の課題解決

固定カメラ

防災診断サービス

IoT Platform

Sensor Device

Imaging AI

火災事故の
未然防止・再発防止

ガスの赤外線吸収を撮像 ガスの漏洩位置と量を可視化
するAIアルゴリズム

三位一体の画像IoT技術とMS&ADインターリスク総研様との協働での防災診断サービスの展開
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Imaging AIの強化

人行動

先端医療

検査

コニカミノルタ 技術パートナー
自社強化領域以外の先端技術を迅速に取り込む強みを活かせる領域に特化

◼ 重点３領域（人行動、先端医療、検査）で技術ジャンルトップ
◼ 技術パートナーと協業し、顧客が求めるソリューションを素早く提供

姿勢推定 転倒検知 人物属性認識

X線動態解析 がん細胞分類 画像バイオマーカ

欠陥検出

キズ

異常 正常

欠陥分類 画像連結

顔認証 車種判別 火災検知

ナンバー読取 胸部X線画像診断 ルール型検査

サイズ>th➡正常

非定型帳票読取り

画像認識
アルゴリズム

コニカミノルタ 技術パートナー
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錠剤

3D形状

3次元測定・認識

奥手前

単眼奥行き推定
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安全
・安心

製造業
検査

医療
・介護

電波赤外線(IR)可視光紫外線放射線
音波

ﾐﾘ波NIR
0.75–1.4 μm

青～緑～赤光
0.4–0.7μm

紫外線X線 超音波γ線 SWIR
1.4–3 μm

MWIR
3-8 μm

LWIR
8 -15μm

FIR
15μm-

THz波､ﾏｲｸﾛ波
100µm～1mm

短波 中波

SPFS

タルボ・
ロー撮影

ｱﾋﾟｱﾗﾝｽ
車外観

IQ-501

X線/動態

ガス監視

ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰﾚｰﾀﾞｰ

超音波診断

黄疸計

Quanticell®

LIDAR

ｶﾒﾗ(MOBOTIX)

ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀ

MFPｽｷｬﾅ

Sensor Deviceの強化

光源色計測

3D表面計測、AOI

HSI
(MIR)

HSI(ﾊｲﾊﾟｰｽﾍﾟｸﾄﾙ)
(可視光、NIR) HSI

(LWIR)

検査装置用光学系

HSI
(NIR-SWIR)

ｻｰﾏﾙｶﾒﾗ

波長領域を拡大

ﾃﾗﾍﾙﾂ波ｾﾝｼﾝｸﾞ
(ﾐﾘ～ﾃﾗﾍﾙﾂ波)

競争優位の領域

超音波検査

世界トップ

非侵襲ﾊﾞｲﾀﾙジャンルトップ

ジャンルトップ

世界初商用化

色計測

◼ 事業拡大：可視光領域から、波長領域を拡大
◼ 技術進化：Imaging AIの進歩に伴い、「見えないものを見える化」する対象を拡大

世界トップ
世界初（指先型）
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インダストリー領域での事業拡大

顧客の工場（インライン検査）顧客の開発現場

表面検査
（色、形態）

可視光領域

開発 試作 素材 加工 組立 検査・出荷

内部構造
検査

成分検査

赤外光領域

HSI Imaging AI

表面３D欠陥検査

可視光領域

Imaging AI外観検査

上流開発工程
（＋材料解析技術）

X線領域

Imaging AIX線撮像 材料解析

Imaging AIの進歩

◼ 波長拡大によって、物体表面だけでなく、内部構造・成分まで検査可能に
◼ 150年培ってきた材料解析技術の活用により、更なるビジネスチャンス
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オフィスのプリント縮小
で創出される人財

FY19 FY23
13

技術人財のトランスフォーメーション

・先進的な画像IoT技術

・デジタルワークプレイス
（ITサービス）
・プロフェッショナルプリント

・インダストリー

・ヘルスケア

・基礎研究

・環境対応/原価低減

画像IoT人財
1,000人

・育成
・採用 により増強
・M&A

成長事業の強化

＜主な強化内容＞

専門技術
マッチング

画像IoT
転換教育

技術人財の内訳

◼ 複合機の開発人財を成長事業の強化のためにシフト
◼ 画像IoT人財をFY19の500人から、FY23には1,000人に増強

画像IoT人財
500人

・デジタルワークプレイス
（複合機）

・画像IoT技術の事業展開
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AI エンジニア、データサイエンティスト
だけでは、サービス提供できない

現場視点を持つソリューション アーキ
テクト・ディベロッパーの開発力が重要
(10年前から計画的に育成してきた
人財を活かし、サービス提供を加速)

Imaging AI

IoT Platform Sensor Device

画像IoT技術人財 1000人(FY23)

顧客（Professional）

AIエンジニア、データサイエンティストの強化にとどまらず、当社のコア技術やものづくり力を
DX as a Service として提供するために必要なソリューション人財を強化する

AI
エンジニア

200人

データ
サイエンティスト

300人

ソリューション
アーキテクト/ディベロッパー
500人 (IPA ITSS Lv 3~7 相当) 

DX as a Serviceの提供に必要な画像IoT人財

14
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【知財資産の規模】
日本企業中、有数の知財資産

日本 米国

特許保有件数 11,757 6,722

特許取得件数
ランキング 19位 24位

【知財資産の質】
精密機器業界「他社牽制力」7年連続TOP5

株式会社パテント・リザルト「Biz Cruncher] を用いて当社作成

現在の知財資産 これからの知財戦略

IQ-501

コニカミノルタ

ガス監視

コニカミノルタ

X線動態

コニカミノルタ

株式会社パテント・リザルト【精密機器】他社牽制力ランキング2019

当社独自のコア技術を守る知財資産と、成長事業の育成を支える知財戦略

知的財産

画像IoT技術で知財ジャンルトップ
（特にSensor Device × Imaging AI）
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研究開発費

成長事業*
+基礎研究

プリント事業

◼ FY20はコロナ影響により研究開発費を絞り込んだが、FY21以降は持続的成長のために増額する

◼ 複合機開発の絞り込みで研究開発費を捻出し、デジタルワークプレイス、インダストリー、ヘルスケア
等の成長に重点投資する （事業ポートフォリオの転換を加速）

FY19 FY20 FY21 FY22

•基礎研究

740億円

・プロフェッショナル
プリント

・デジタルワークプレイス
（複合機）

・デジタルワークプレイス
（ITサービス）
・インダストリー
・ヘルスケア

23%
14%21% 17%




